
２０２４年度 岐阜県バスケットボール協会Ｕ-12 部会 各大会概略 

 

１． Ｕ-12カテゴリーリーグ戦 

・ 原則、登録チームは参加する。 

・ 別紙参照 （2024年度リーグ戦） 

・ 審判員は参加チームのＥ級以上の帯同審判とする。 

 

２． 岐阜県Ｕ-12バスケットボール夏季大会（通称：夏季大会） 

・ 各地区より選出された 12 チームが４ブロックの３チームでリーグ戦を行う。リーグ間のゲームは行わず、ブロック１位

をベスト４とする。 

・ 各地区より選出されるチーム数は登録チーム数を考慮し（按分）Ｕ-12部会役員会にて決定する。 

・ 前期リーグに参加すること。（新規チームに限り地区予選からの参加を認める。） 

・ 6 月 30 日までに競技者登録の完了した選手が参加できる。ベンチで指揮を執るものは原則として公認コーチＤ級以

上の有資格者とする。ただし、新規にＥ級を取得した者についてはＥ級取得後２年以内にＤ級取得することを条件に

認める。 

・ 審判員は出場チームのＤ級以上の帯同審判及び U-12部会審判委員長が任命した派遣審判とする。 

・ ＭＣは出場チームの講習修了者の帯同ＭＣ及びＭＣＴＯ委員長が任命した派遣ＭＣとする。 

 

３． 岐阜県Ｕ-12バスケットボール大会（通称：冬季大会） 

・ 夏季大会ベスト４と各地区より選出された 12チームの計 16チームが４ブロックの４チームで予選リーグ戦を行う。 

・ 各ブロック１位チームのリーグと各ブロック２位チームのリーグで順位決定リーグ戦を行う。 

・ 各地区より選出されるチーム数は登録チーム数を考慮し（按分）Ｕ-12部会役員会にて決定する。 

・ 後期リーグに参加すること。 

・ 10月 31日までに競技者登録の完了した選手が参加できる。ベンチで指揮を執るものは原則として公認コーチＤ級以

上の有資格者とする。ただし、新規にＥ級を取得した者についてはＥ級取得後２年以内にＤ級取得することを条件に

認める。 

・ 審判員は出場チームのＤ級以上の帯同審判及び U-12部会審判委員長が任命した派遣審判とする。 

・ ＭＣは出場チームの講習修了者の帯同ＭＣ及びＭＣＴＯ委員長が任命した派遣ＭＣとする。 

 

４． 東海ミニバスケットボール大会（通称：東海大会） 

・ 冬季大会の結果、上位４チームに権利を与え推薦する。上位４チームの中に全国大会出場チームがある場合、繰下

げ推薦をする。ただし、推薦にふさわしくない場合は推薦しないことがある。 

・ 参加できる選手及びＪＢＡ公認コーチの資格は東海大会要項に従う。 

 

５． 岐阜カップＵ-12バスケットボール大会（通称：岐阜カップ） 

・ 全国大会、東海大会に出場するチームを除くチームにて実施する。 

・ 冬季大会の結果を基にブロック分けし、ブロックごとにトーナメント戦を行う。 

・ 新人戦ではなく上級生を主体としたチームで参加することとし、原則、登録チームは参加する。 

・ 11 月１日以降に入部した選手の出場も認める。ベンチで指揮を執るものは公認コーチＤ級以上の有資格者とする。

ただし、新規にＥ級を取得した者については、Ｅ級取得後２年以内にＤ級取得することを条件に認める。 

・ 審判員は参加チームのＥ級以上の帯同審判とする。 



６． 全国ミニバスケットボール大会（通称：全国大会） 

・ 冬季大会の結果、全国大会出場希望チーム上位に権利を与え推薦をする。ただし、推薦にふさわしくない場合は推

薦しないことがある。 

・ 参加できる選手及びＪＢＡ公認コーチの資格は全国大会要項に従う。 

 

７． U-12部会主催のＵ-10の競技会は育成の観点からベンチに１名以上のＪＢＡ公認コーチ有資格者がいることが望ましい。 

 

８． 公式戦でＭＣ（マンツーマンコミッショナー）と審判が同一チームに割当られた場合、チーム割当のＴＯ主任は、指導者の

責任においてルールに精通した保護者が代替してもよい。 

 

※ 応援について    

全会場にて鳴り物による応援は行わない。（平成 17年度第４回常任理事会にて決定） 

 

※ 帯同審判員について 

チーム登録した帯同審判員は大会当日には必ずチームに帯同し参加することを必須条件とする。 

やむを得ない事情により都合がつかない場合に限り、チームとして代理審判員を立てることができる。 

その場合、チーム代表者が依頼をし、大会までに依頼先のチーム・審判員とともに参加できない理由を必ず U-12審判

委員長まで報告をすること。 

 ※間違っても個人的に勝手な依頼はしないこと。 

  

同年度内において帯同審判員の変更（追加・抹消）等がある場合は、その都度、変更した登録届とともに登録・式典委員

長および U-12審判委員長まで必ず報告をすること。 

報告がなく後日、事実が判明した場合は、該当大会への参加または結果を取り消すことがある。 

  

少しでも疑問・不明な点等があるときは、身勝手な判断をせず、U-12部会へ問い合わせするようにしてください。 

 


